
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、具体的な取組・実行内容
に基づいて計画実行する（具体的に
期限やレベルなど数値目標を挙げて
定量的に記載する）

（平成２９年計画の具体的実行内容
を具体的に期限やレベルなど数値目
標を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

在学中の学生生活において、安心・
安全の学生生活が送れるよう、支援
する。また、課外活動やボランティ
ア活動においても、学生が積極的に
活動できるよう、サポートする。

大学内・大学外周辺において、学生
に危険が及んだり、注意を要する情
報を常にキャッチ出来るよう、警察
との連携を密にし、学内メールや掲
示で周知を行う。また、課外活動・
ボランティアにおいても、活動の機
会がより多く与えられるよう、学
内･外からの依頼や情報を積極的に
提供する。学生の身体・精神面での
ケアについても、保健管理センター
へ紹介し、センターのスタッフやカ
ウンセラーより適切なアドバイスや
医療機関への紹介をして貰う。な
お、ケースバイケースで、学科や関
係事務部署と情報共有し、個々の学
生に適した対応を行う。

例年どおり、新入生対象キャンパ
スライフセミナーや、「学生生活
概論」の講義において、警察署の
生活安全課の警察官による、安全
対策の講演・講義を依頼し、自ら
身を守ることの重要性についての
教示を受けた。学外から依頼され
たボランティア活動については、
貢献できるよう依頼内容により直
接クラブ・サークルの部員に電話
やメールで知らせるなどの支援を
行った。精神的なケアについて
も、保健管理センターの精神的な
ケアだけでは対応出来ないケース
（身に危険が及ぶ）においては、
学生課で学科より状況を聞きなが
ら適切な対応を行った。

○ ◎

後期、特に一月に学内での盗難が
相次いで起こった。防犯カメラも
設置しており、頻繁に掲示や学内
メールで注意喚起は行っている
が、学生自身の意識が薄い。学生
委員会より各学科の教員、課長会
議において職員にも周知を行い、
ゼミ・担任よりさらに注意喚起を
依頼した。今年度のクラブ・サー
クル加入率は約４５パーセント
で、大幅な増加はないが、維持で
きた。また、次年度より、ボラン
ティアや大会等で活躍したサーク
ルに、学友会予算より助成金を給
付する予定である。

◎ ◎

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　　　学生課

　部局及び学科における２９年度計画と実行計画

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

中　期　目　標 中　期　計　画
学長
評価

担当者
評価

計画達成状況



障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

①障害学生（特にメンタル）に対し
てヒヤリングを行い、学科の教員、
学生相談室と個々の学生に対する対
応を協議する。②障害者学修支援委
員会を立ち上げ、支援体制を整備す
る。

①障害学生（特にメンタル）に対し
ては、本人、保護者、学科教員と保
健管理センター、学生相談室カウン
セラーと個々の対応を協議し見守り
を行う。②学生支援・制度改革担当
副学長との面談（6月）により、障
がい者修学支援への助言を得て、委
員会設置へ向けての規程案の作成及
び各方面への説明に着手した。

9月の 教育開発センター運営委員
会において障がい者学修支援委員
会の規程及び基本方針を作成して
欲しい旨の依頼がなされたため、
規程案及び基本方針案を作成し、
10月の学生委員会で了承を得た。
今後、教学執行部会議にかけた上
で、各部教授会での検討をお願い
する。

△ △

奨学金等を通じた経済的支援の充実を
図り、安定した学生生活の実現に努め
る。

昨年度同様、経済的に修学が困難な
学生に対して個々に合った学内・外
の奨学金の紹介・説明を行うととも
に、学内アルバイト等での自助努力
を促す。

経済的理由による、退学・休学を少
しでも防げるよう、本学独自の奨学
金制度を拡充し、また日本学生支援
機構奨学金を始め、学外の奨学金に
ついては、掲示や学生イントラへの
掲載により、周知を徹底する。ま
た、学内アルバイトの紹介や、教職
員に対しても、ＳＡ制度の周知およ
び活用機会の拡大を図る。

奨学金に関しては、現在学内・外
より貸与・給付を受けている学生
の状況を調査し、次年度に向けて
奨学金の拡大を検討している。Ｓ
Ａ採用についても、内容を吟味す
る必要はあるが、昨年度より少し
ではあるが要望は増えた。平成３
０年度より初年次教育実施に伴
い、今後採用要望は増える見込み
である。

△ △

次年度も引き続き、本学独自の奨
学金について、本学の現況調査や
他大学の奨学金制度を参考にし、
学園本部や総務課とともに検討
し、奨学金制度の見直しを行う。

△ △

心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適切
に行う。

①学生、教員、職員の心身の健康保
持に資するために、学生、教職員の
健康診を　実施する。
②教職員のストレスチェックを行
う。
③ハラスメント防止策として、早期
に対応出来るよう、本学におけるハ
ラスメント相談窓口の周知を行い、
体制を明確にする。

①4月のオリエンテーション時に学
生の健康診断を行った。また、9月
12.13日に教職員の健康診断を行
う。
②9月教職員のストレスチェックを
行う。また、9月に教職員の希望者
向け健康教室を行う。
③相談員がなるべく適切な対応がで
きるよう、専門的な研修の機会を設
ける。内容により、コーディネータ
的役割ができるよう目指す。相談を
受けた相談員は、速やかに学生・関
係者から聴取を行い、ハラスメント
防止委員会に諮るか否か判断し、被
害を受けた学生へのケアについて
は、学内カウンセラーや専門機関を
紹介したり、保健管理センターにお
いて見守りを行う。

①○
②○
③△

①○
②○
③△

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

①4月のオリエンテーション時に学
生の健康診断を行った。また、9月
に後期復学者で4月健康診断未受診
者への対応を行った。②6月29日第
一回衛生委員会での配布資料を作
成した。8月3日に前期保健管理セ
ンター反省会を行い、ガウンセ
ラーと今後の運営について意見交
換した。また、ストレスチェック
は9月1日から回収を開始し、12-13
日、29日の2回を回収締切日とし
た。健康教室は、運動コース9月8
日、15日、食事（栄養)コース9月5
日、こころの休養コース9月19日に
行った。　　　　　　　③昨年度
末より、教員による学生へのハラ
スメント事案が１件発生し、ハラ
スメント防止委員会で審議され、
アカデミック・ハラスメントであ
ると決定がなされた。９月末にも
ハラスメント相談が１件発生し
た。学生・教員両者より聴取を
行ったが、両者の認識が異なって
おり、調査員の見解では、軽微な
相談と受け止めたが、学生本人が
納得出来ないため、防止委員長へ
報告を挙げるべきか、当該学科と
検討中である。また９月のＳＤ研
修会において、「ハラスメント」
に関する研修を行ったが、一層、
具体的事例の研修を行う必要があ
ると思われる。



③学生に対しての教職員のアカデ
ミック・ハラスメントが後を絶た
ない。双方よりしっかり聞き取り
が必要であるが、発生しないよう
教職員が学生対応する際の研修を
受ける必要がある。次年度以降
も、研修の機会を設ける。 ③△ ③△

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

学生委員会において、学生の生活支
援に関する問題事項について、改善
に向け審議する。

月一回行われる「学生委員会」で、
学生にとって安全な生活環境である
か、心身ともに健全な学生生活がお
くれているか、学生生活・経済面に
おいて、各学科の学生が困っていな
いかの状況を把握し、問題点につい
て改善していけるよう審議する。

今年度は、学生生活において学生
委員会に諮る大きな問題は生じて
いないが、学科から相談を受けた
学生の問題行動について、他学科
への周知の為、報告がなされた。
昨年度から学内のトイレ（男女
共）にトイレットペーパーが投げ
入れられたり、トイレの鏡が割ら
れたりと、精神的に病んでいる行
動が見受けられるが、学生を特定
するに至っておらず、今後も不可
解な言動・行動をする学生につい
ては、情報を収集しながら委員会
においても審議していく。

△ △

今年度行われた、「学生実態調
査」において、学部の判断で個人
ロッカーは必要ないとしていた
が、学生の中には必要との意見が
あり、学部で調査することになっ
た。また、学生寮については廃止
に向けて、在寮生のための下宿先
の情報収集を行っている。次年度
に学生に説明し、学生・保護者が
納得できる下宿先を総務課と検討
していく。

△ △

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

①4月のオリエンテーション時に学
生の健康診断を行った。また、9月
に後期復学者で4月健康診断未受診
者への対応を行った。②6月29日第
一回衛生委員会での配布資料を作
成した。8月3日に前期保健管理セ
ンター反省会を行い、ガウンセ
ラーと今後の運営について意見交
換した。また、ストレスチェック
は9月1日から回収を開始し、12-13
日、29日の2回を回収締切日とし
た。健康教室は、運動コース9月8
日、15日、食事（栄養)コース9月5
日、こころの休養コース9月19日に
行った。　　　　　　　③昨年度
末より、教員による学生へのハラ
スメント事案が１件発生し、ハラ
スメント防止委員会で審議され、
アカデミック・ハラスメントであ
ると決定がなされた。９月末にも
ハラスメント相談が１件発生し
た。学生・教員両者より聴取を
行ったが、両者の認識が異なって
おり、調査員の見解では、軽微な
相談と受け止めたが、学生本人が
納得出来ないため、防止委員長へ
報告を挙げるべきか、当該学科と
検討中である。また９月のＳＤ研
修会において、「ハラスメント」
に関する研修を行ったが、一層、
具体的事例の研修を行う必要があ
ると思われる。


